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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

容器内のお湯に浸した状態で前記容器内の縁に装着される簡易注ぎ口であって、前記簡易

注ぎ口は、前記容器内のお湯を一筋の流路に形成して落下させる側面視略Ｌ字状のリード

を備え、前記リードは、前記容器内のお湯に浸る部分から二又に分かれて注ぎ口に至る一

対の分離したガイドを有し、該一対のガイドは、前記お湯を挟んだ状態で、底のない前記

流路を形成しており、該一対のガイドを下向きに傾斜させると、前記一対の底のない前記

流路に、前記お湯が挟まれた状態で落下することを特徴とする簡易注ぎ口。

【請求項２】

前記一対のガイドの上部には、カバーが設けられ、該カバーは、前記容器の過度な傾きに

よって、前記一対のガイドから溢れるお湯を前記一対のガイド内に留めることを特徴とす

る請求項１に記載の簡易注ぎ口。

【請求項３】

一端が前記一対のガイドの外側両側部に取り付けられ、他端が前記一対のガイドの先端か

ら前方に飛び出て、前記一対のガイドから溢れるお湯を下から受けるノズルが設けられて

いる請求項１または２に記載の簡易注ぎ口。

【請求項４】

前記一対のガイドの間に、リードサポートを配置した状態で、前記一対のガイドと前記リ

ードサポートとの各間隔が前記容器から注がれるお湯を表面張力で保持して、前記一対の
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ガ イ ド の 先 端 へ 導 く 幅 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 簡 易

注 ぎ 口 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 リ ー ド と 前 記 カ バ ー と で 形 成 さ れ る 流 路 に は 、 上 下 に 離 間 し た 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド

が 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 ２ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 リ ー ド の お 湯 に 浸 る 部 分 に は 、 前 記 容 器 の 内 壁 に 密 着 さ せ る 部 材 が 設 け ら れ て い る 請

求 項 １ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 。

【 請 求 項 ７ 】

前 記 部 材 が 吸 着 板 又 は 、 前 記 容 器 に 張 り 付 く 磁 性 体 若 し く は 、 前 記 お 湯 に 浸 る 部 分 を 前 記

容 器 の 内 壁 に 押 し 付 け る 押 し 付 け 部 材 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 可 搬 性 容 器 か ら 液 体 を ド リ ッ プ ポ ッ ト の よ う に 注 ぐ た め の 簡 易 注 ぎ 口 に 関 す る

も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

珈 琲 を 抽 出 す る 方 法 と し て 、 ペ ー パ ー ド リ ッ プ 式 、 ネ ル ド リ ッ プ 式 、 フ レ ン チ ブ レ ス 式 、

サ イ フ ォ ン 式 な ど 珈 琲 愛 好 家 の 嗜 好 に 合 わ せ て 多 数 存 在 し て お り 、 そ の 中 で 登 山 や ハ イ キ

ン グ な ど の 屋 外 活 動 で 珈 琲 を 抽 出 す る に は 、 可 搬 性 が 良 く 背 負 う 荷 物 に 負 担 の 少 な い ペ ー

パ ー フ ィ ル タ ー を 用 い た ド リ ッ プ 式 と な る 。 こ の 抽 出 方 法 の 要 点 は 、 ド リ ッ パ ー 中 心 部 に

珈 琲 粉 末 が 暴 れ な い よ う 優 し く お 湯 を 置 く よ う に 注 ぎ 入 れ 、 珈 琲 粉 末 を 蒸 ら し た 後 、 珈 琲

抽 出 量 に 関 わ ら ず 一 定 時 間 を か け て 抽 出 す る と 珈 琲 が 美 味 し く 仕 上 が る 。 抽 出 時 間 が 短 い

と 薄 く コ ク の な い 珈 琲 に 、 抽 出 時 間 が 長 い と 雑 味 を 含 む 苦 い 珈 琲 と な る の で 、 優 し く 置 く

よ う に 注 ぎ 、 注 ぎ 入 れ る お 湯 の 量 も コ ン ト ロ ー ル 可 能 な ド リ ッ プ ポ ッ ト が 必 要 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ３ １ ９ １

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ９ ６ ８ ２ ２

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

家 庭 で 使 用 す る ド リ ッ プ ポ ッ ト を 屋 外 活 動 に 持 ち 出 す に は 嵩 高 く 重 量 が 増 加 し て し ま う 、

ま た 、 カ ッ プ や ク ッ カ ー な ど の 可 搬 性 容 器 に よ る 代 用 で は 、 お 湯 を 置 く よ う な 柔 ら か な 注

ぎ 量 、 注 ぎ に よ る 珈 琲 抽 出 時 間 を コ ン ト ロ ー ル す る 事 が で き な い 。 そ こ で 、 こ れ ま で は 、

極 力 荷 物 を 減 ら す た め に 可 搬 性 容 器 で 妥 協 す る か 、 荷 物 が 増 え て で も ド リ ッ プ ポ ッ ト を 持

ち 出 す か し て 珈 琲 抽 出 を 行 な っ て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

ま た 先 行 文 献 １ 、 ２ で 取 り 上 げ た 発 明 は 、 注 ぎ 口 の 無 い 容 器 縁 に 着 脱 可 能 な 注 ぎ 口 が あ る

が 、 用 途 が 違 い 、 調 理 用 ボ ウ ル や 鍋 か ら 他 容 器 へ の 液 体 を 移 し 替 え る 考 案 で あ る 。 こ れ ら

着 脱 式 の 注 ぎ 口 は 、 容 器 縁 を 挟 み 込 み 装 着 す る の で 勢 い よ く 移 し 替 え る 用 途 に は 良 い が 、

ド リ ッ プ 式 珈 琲 抽 出 は 、 満 水 近 く お 湯 の 入 っ た 容 器 に 注 ぎ 口 を 装 着 し て ゆ っ く り と 傾 け な

が ら 注 ぎ 出 す の で 、 こ の 時 に 挟 み 込 ん だ 素 材 と 容 器 と の 隙 間 か ら 毛 細 管 現 象 で 容 器 縁 を 辿

り 伝 い 漏 れ が 発 生 す る 欠 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 軽 量 且 つ 容 易 に 可 搬 性 容

器 に 装 着 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 注 ぎ 時 間 を コ ン ト ロ ー ル し 美 味 し い 珈 琲 を 屋 外 活 動
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で 淹 れ る 事 が 出 来 る 着 脱 式 の 注 ぎ 口 を 提 案 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

請 求 項 １ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 容 器 内 の お 湯 に 浸 し た 状 態 で 前 記 容 器 内 の 縁 に 装 着 さ れ

る 簡 易 注 ぎ 口 で あ っ て 、 前 記 簡 易 注 ぎ 口 は 、 前 記 容 器 内 の お 湯 を 一 筋 の 流 路 に 形 成 し て 落

下 さ せ る 側 面 視 略 Ｌ 字 状 の リ ー ド を 備 え 、 前 記 リ ー ド は 、 前 記 容 器 内 の お 湯 に 浸 る 部 分 か

ら 二 又 に 分 か れ た 一 対 の ガ イ ド を 有 し 、 該 一 対 の ガ イ ド は 、 所 定 間 隔 離 れ て お り 前 記 容 器

を 前 記 一 対 の ガ イ ド に 向 か い 傾 斜 さ せ る と 、 前 記 一 対 の ガ イ ド の 間 に 前 記 お 湯 が 挟 ま れ た

状 態 で 落 下 す る こ と を 特 徴 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

請 求 項 ２ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 前 記 一 対 の ガ イ ド の 上 部 に カ バ ー が 設 け ら れ 、 該 カ バ ー

は 、 前 記 容 器 の 過 度 な 傾 き に よ っ て 、 前 記 一 対 の ガ イ ド か ら 溢 れ る お 湯 を 規 制 す る こ と を

特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

請 求 項 ３ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 一 端 が 前 記 一 対 の ガ イ ド の 外 側 両 側 部 に 取 り 付 け ら れ 、

他 端 が 前 記 一 対 の ガ イ ド の 先 端 か ら 前 方 に 飛 び 出 て 、 前 記 一 対 の ガ イ ド か ら 溢 れ る お 湯 を

下 か ら 受 け る ノ ズ ル が 設 け ら れ 、 該 ノ ズ ル は 、 受 け た お 湯 を 滑 ら か に 先 端 側 へ 誘 導 す る こ

と を 特 徴 と し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

請 求 項 ４ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 前 記 一 対 の ガ イ ド 間 隔 を 広 げ て 簡 易 注 ぎ 口 の 注 ぎ 能 力 を

増 加 さ せ る 時 に 、 表 面 張 力 を 作 用 さ せ る た め 、 前 記 一 対 の ガ イ ド と の 間 に 補 助 的 ガ イ ド の

リ ー ド サ ポ ー ト が 設 け ら れ て お り 、 該 リ ー ド サ ポ ー ト は 、 前 記 容 器 内 の お 湯 を 表 面 張 力 で

保 持 し て 前 記 一 対 の ガ イ ド の 先 端 側 へ 導 く 幅 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し た も の で あ

る 。

【 ０ ０ １ １ 】

請 求 項 ５ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 前 記 リ ー ド と 前 記 カ バ ー と で 形 成 さ れ る 流 路 に は 、 上 下

に 離 間 し た 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド が 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 ア ー チ ガ イ ド は 、 前 記 一 対 の

ガ イ ド の 間 ま で 誘 導 さ れ た お 湯 を ス ム ー ズ に 前 記 ノ ズ ル に 導 く 作 用 を 特 徴 と し た も の で あ

る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

請 求 項 ６ 、 ７ に 記 載 の 簡 易 注 ぎ 口 は 、 前 記 リ ー ド の お 湯 に 浸 る 部 分 に は 、 容 器 の 内 壁 に 密

着 さ せ る 部 材 が 設 け ら れ て お り 、 例 え ば 磁 石 を リ ー ド の お 湯 に 浸 る 部 分 に 設 置 し 、 磁 性 体

素 材 の 容 器 で あ れ ば 本 発 明 品 単 体 で 装 着 、 非 磁 性 体 素 材 の 容 器 で あ れ ば 、 さ ら に 外 側 か ら

磁 石 を 密 着 さ せ て 前 記 容 器 を 挟 み 込 ん で 装 着 で き る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 側 面 視 略 Ｌ 字 状 の リ ー ド を 容 器 縁 に 装 着 す る こ と に よ り

、 前 記 容 器 内 の お 湯 を 、 前 記 リ ー ド の 先 端 か ら 前 方 へ ア ー チ 状 に 注 ぎ 出 し て の 使 用 が 可 能

と な る 。 ま た 二 又 に 分 か れ た 一 対 の ガ イ ド は 所 定 間 隔 離 れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ０ ． ５ ｍ

ｍ 程 度 開 い て い る 、 こ れ に よ り 細 く 糸 の よ う に 注 ぐ こ と が で き る 。 ま た 太 く 注 ぐ に は 一 対

の ガ イ ド 間 隔 を ２ ． ５ ｍ ｍ 程 度 に 広 げ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 一 対 の ガ イ ド 間 に 表

面 張 力 に よ っ て お 湯 が 保 持 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の ガ イ ド 上 部 に 設 け る カ バ ー に よ り 、 前 記 容 器 の 過

度 な 傾 き に よ り 、 前 記 一 対 の ガ イ ド か ら 溢 れ る お 湯 を 一 対 の ガ イ ド 内 に 留 め る こ と が で き

る の で 、 前 記 容 器 を 慎 重 に 傾 け な け れ ば な ら な い 動 作 が 緩 和 さ れ 扱 い 方 は 容 易 と な り 、 前

記 カ バ ー 先 端 か ら 前 方 へ ア ー チ 状 に 注 ぎ 出 し て の 使 用 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 一 対 の ガ イ ド か ら 溢 れ る 、 ま た は 、 前 記 カ バ ー 先 端

か ら 溢 れ る お 湯 を ノ ズ ル で も っ て 下 か ら 受 け る こ と が で き る の で 、 前 記 ノ ズ ル 先 端 か ら 滑

ら か に 垂 直 に 落 下 さ せ る こ と が で き 、 優 し く 置 く よ う な 注 ぎ 方 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 リ ー ド サ ポ ー ト を 前 記 一 対 の ガ イ ド の 間 に 設 け る こ と に

よ り 、 そ の 容 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ド リ ッ プ 珈 琲 に 使 用 す る フ ィ ル ー タ ー や

ド リ ッ パ ー は １ ̶ ２ 杯 用 、 ２ － ４ 杯 用 と 二 種 類 販 売 さ れ て い る が 、 珈 琲 の 抽 出 時 間 は 、 量

に 関 わ ら ず 目 安 と し て 変 わ ら な い の で 、 抽 出 量 に よ っ て 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト を 増 減 さ せ る

こ と が で き る 。 例 え ば 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト を １ 枚 設 け た 時 、 前 記 容 器 か ら 吸 い 込 む 水 路 は

２ 本 と な り 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト を ２ 枚 設 け れ ば 水 路 は ３ 本 と な り 、 注 ぎ 出 す 容 量 を 増 加

さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 リ ー ド と 前 記 カ バ ー と で 形 成 さ れ る 水 路 へ 、 ア ー チ

ガ イ ド を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 一 対 の ガ イ ド の 間 ま で 誘 導 さ れ た お 湯 の 流 れ を ス ム ー ズ

に 前 記 ノ ズ ル ま で 導 き 、 安 定 し た 水 流 で 前 記 ノ ズ ル 先 端 か ら 更 に 優 し く 置 く よ う に 注 ぐ こ

と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 リ ー ド の お 湯 の 浸 る 部 分 を 容 器 内 壁 に 密 着 さ せ る 部 材 を

設 け た こ と に よ り 、 容 器 の 内 壁 に 沿 わ せ て リ ー ド を 容 器 に 装 着 し 利 用 す る こ と が 可 能 に な

る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 陶 器 や 磁 器 、 金 属 製 等 の 全 て の 容 器 の 素 材 を 選 ば ず に 装

着 で き る 。 特 に 屋 外 活 動 に は 可 搬 性 容 器 の 隙 間 に 収 め て 持 ち 出 す こ と が で き 、 日 常 使 い で

も 嵩 高 い ド リ ッ プ ポ ッ ト が 不 要 と な り 、 キ ッ チ ン へ の 収 納 場 所 に 困 る 事 が 無 く な る 。 ま た

冷 酒 な ど を 嗜 む 時 も 専 用 の 冷 酒 器 が 無 く と も 、 気 に 入 っ た 器 に 本 発 明 の 簡 易 注 ぎ 口 を 装 着

す れ ば 代 用 が 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 簡 易 注 ぎ 口 全 体 の 外 観 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 前 記 簡 易 注 ぎ 口 の 分 解 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 簡 易 注 ぎ 口 を 容 器 に 装 着 し て 使 用 す る 時 の 説 明 図 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 リ ー ド だ け で 構 成 し た 簡 易 注 ぎ 口 の 使 用 状 態 を 示 す 。 （ ｂ ） は 、 使 用

状 態 の 前 記 リ ー ド の 角 度 を 変 え て 見 た 時 の 使 用 状 態 を 示 す 。

【 図 ５ 】 リ ー ド を 図 ４ （ ｂ ） の 矢 視 方 向 か ら 見 た 説 明 図 で 、 一 対 の ガ イ ド の 水 路 間 隔 を 説

明 す る 図 。

【 図 ６ 】 一 対 の ガ イ ド の 断 面 形 状 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 、 一 対 の ガ イ ド 間 に 、 お 湯 が 保 持

さ れ た 状 態 の 説 明 図 で 、 拡 大 指 示 位 置 を Ａ で 示 す 。 （ ｂ ） は 、 Ａ 部 拡 大 図 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） は 、 リ ー ド に カ バ ー を 設 け た 簡 易 注 ぎ 口 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ｂ － Ｂ 断 面

図 、 （ ｃ ） は 、 Ａ － Ａ 断 面 図 。

【 図 ８ 】 （ ａ ） は 、 図 ７ の 簡 の 易 注 ぎ 口 に 、 さ ら に ノ ズ ル を 付 け た 簡 易 注 ぎ 口 の 平 面 図 、

（ ｂ ） は 、 Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 （ ｃ ） は 、 Ａ ー Ａ 断 面 図 。

【 図 ９ 】 ノ ズ ル 最 深 部 か ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 に 向 け た 最 適 角 度 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 、 水

の 入 っ た 容 器 に 簡 易 注 ぎ 口 を 装 着 し た 状 態 を 示 し 、 （ ｂ ） は 、 容 器 内 の お 湯 が 注 ぎ 出 始 め

る 時 の 、 簡 易 注 ぎ 口 の 傾 斜 の 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ０ 】 一 対 の ガ イ ド 間 に リ ー ド サ ポ ー ト を 取 り 付 け た 簡 易 注 ぎ 口 の 説 明 図 。 （ ａ ） は

、 リ ー ド サ ポ ー ト 取 付 け 前 、 （ ｂ ） は リ ー ド サ ポ ー ト 取 付 け た 状 態 を 示 す 。

【 図 １ １ 】 一 対 の ガ イ ド 間 に 、 お 湯 が 保 持 さ れ た 状 態 の 説 明 図 で 、 リ ー ド サ ポ ー ト の 数 を

増 や し た 時 の 水 路 を 説 明 す る 図 。

【 図 １ ２ 】 一 対 の ガ イ ド 底 面 と リ ー ド サ ポ ー ト 底 面 の レ ベ ル 差 設 定 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は
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、 一 対 の ガ イ ド 部 底 面 レ ベ ル を 示 し 、 （ ｂ ） は 一 対 の ガ イ ド 間 に リ ー ド サ ポ ー ト を 追 加 し

た 時 の 底 面 レ ベ ル 差 を 示 す 。

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 、 図 ８ の 簡 易 注 ぎ 口 に 、 さ ら に ア ー チ ガ イ ド を 取 付 け た 簡 易 注 ぎ 口 の

平 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ｂ － Ｂ 断 面 図 と 、 （ ｃ ） は 、 Ａ － Ａ 断 面 図 。

【 図 １ ４ 】 リ ー ド サ ポ ー ト を 二 枚 組 み 付 け た 時 の 上 下 に 離 間 し た 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド を

説 明 す る 図 で あ る 。 （ ａ ） は 、 リ ー ド サ ポ ー ト 間 に 二 本 構 造 の ア ー チ ガ イ ド を 取 付 け た 状

態 を 示 す 。 （ ｂ ） は 、 三 本 構 造 に よ る 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド を 取 付 け た 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ５ 】 （ ａ ） は 、 簡 易 注 ぎ 口 の お 湯 に 浸 る 部 分 に 磁 石 を 取 り 付 け て 、 磁 性 体 容 器 に 装

着 さ れ る 説 明 図 、 （ ｂ ） は 、 容 器 が 磁 性 体 で な い 場 合 に は 、 さ ら に 外 側 か ら 磁 石 を 密 着 さ

せ て 簡 易 注 ぎ 口 を 装 着 す る 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

図 １ は 、 簡 易 注 ぎ 口 １ の 全 体 斜 視 図 、 図 ２ は 、 組 み 込 ま れ た 各 部 材 の 分 解 斜 視 図 を 示 し 、

図 ３ は 、 本 発 明 を 容 器 に 装 着 し 、 お 湯 を 注 ぎ 出 し て い る 様 子 の 使 用 説 明 図 で あ る 。 こ の 簡

易 注 ぎ 口 は 、 例 え ば 評 価 用 に 耐 熱 性 の 合 成 樹 脂 で 試 作 し た も の で あ る が 、 こ れ に は 限 定 さ

れ ず 、 例 え ば 、 金 属 製 や 陶 器 等 で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

図 ２ に お い て 、 リ ー ド ２ は 側 面 視 略 Ｌ 字 状 を な し 、 お 湯 に 浸 か る 鉛 直 部 分 ２ － １ と 、 鉛 直

部 分 か ら 溢 れ た お 湯 を 先 端 に 導 く 、 所 定 距 離 離 れ た 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ と で 構 成 さ れ て い

る 。 前 記 一 対 の ガ イ ド は 上 に 湾 曲 し 、 そ れ ら の 間 隔 は 、 離 れ た 一 対 の ガ イ ド ２ ̶ ２ の 間 に

表 面 張 力 で も っ て お 湯 が 保 持 さ れ る 間 隔 ２ － ３ に 設 定 し て い る 。 図 ４ は 、 リ ー ド ２ だ け の

簡 易 注 ぎ 口 の 使 用 状 態 を 示 し 、 図 ５ は 、 図 ４ （ ｂ ） の 矢 視 方 向 か ら リ ー ド ２ を 見 た 前 記 一

対 の ガ イ ド の 間 隔 ２ － ３ の 説 明 図 を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 細 い 水 流 と す る 時 の 間 隔 ２ －

３ － １ は 、 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 、 太 い 水 流 と す る 時 の 間 隔 ２ － ３ － ２ は 、 ２ ． ５ ｍ ｍ 程

度 と す る の が 好 ま し い 。 珈 琲 を ド リ ッ プ さ せ る 時 は 、 注 ぎ 量 と 注 ぎ 時 間 が コ ン ト ロ ー ル で

き る 間 隔 ２ － ３ － ３ と し て 、 １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

図 ６ は 、 図 ４ （ ｂ ） の 矢 視 方 向 か ら リ ー ド ２ を 見 た 時 の 前 記 一 対 の ガ イ ド の 間 隔 ２ － ３ が

、 お 湯 を 保 持 し た 状 態 の 説 明 図 を 示 す 。 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ の 水 路 内 下 部 の コ ー ナ ー

形 状 ２ － ２ － １ は 、 水 路 内 壁 と 底 面 と の コ ー ナ ー を 鋭 角 と し 、 表 面 張 力 に よ る お 湯 の 保 持

力 を 強 め る 形 状 と し て い る 。 又 、 容 器 か ら 注 ぎ 出 す 際 に 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ の 外 側 か

ら 伝 う お 湯 を 水 路 内 に 戻 す 為 に 、 外 壁 下 部 コ ー ナ ー の 形 状 ２ ー ２ ー ２ は 表 面 張 力 を 弱 め る

た め Ｒ 形 状 と し 、 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ 水 路 下 部 か ら 外 側 に 向 け た 傾 斜 ２ － ２ － ３ を 、

例 え ば ３ 度 ～ ６ 度 程 度 設 け る 事 で お 湯 を 水 路 内 へ 戻 す 作 用 を 増 す 事 が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

図 ７ は 、 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ に カ バ ー ３ を 取 り 付 け た 簡 易 注 ぎ 口 を 表 し て お り 、 カ バ

ー ３ は 、 前 記 一 対 の ガ イ ド の 上 に 湾 曲 し た 形 状 で 、 容 器 の 過 度 な 傾 き に よ っ て 、 容 器 内 の

お 湯 が 前 記 一 対 の ガ イ ド か ら 溢 れ る の を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

図 ８ は 、 先 端 が 下 向 き の 側 面 視 波 状 に 湾 曲 し た ノ ズ ル ４ を 、 図 ７ の カ バ ー ３ の 下 に 設 け た

も の を 表 し て い る 。 こ の ノ ズ ル ４ は 、 一 端 が 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ の 外 側 両 側 部 ２ － ４

に 取 り 付 け ら れ 、 他 端 が 前 記 一 対 の ガ イ ド ２ － ２ か ら 前 方 に 飛 び 出 て 、 前 記 一 対 の ガ イ ド

２ － ２ か ら 落 ち る お 湯 を 下 か ら 受 け て 滑 ら か に お 湯 を 注 ぐ よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

又 、 （ 図 ９ ） は 、 ノ ズ ル 最 深 部 ４ － １ か ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２ に 向 け た 最 適 角 度 の 説

明 図 で あ る 。 （ ａ ） は 、 お 湯 の 入 っ た 容 器 に 簡 易 注 ぎ 口 を 装 着 し た 状 態 を 示 し て い る 。 （

ｂ ） は 、 容 器 内 の お 湯 が 注 ぎ 出 始 め る 時 の 、 前 記 ノ ズ ル 最 深 部 ４ － １ か ら 前 記 ノ ズ ル 先 端

部 頂 点 ４ － ２ に 向 け た 傾 斜 の 状 態 を 示 し て い る 。 ド リ ッ プ 珈 琲 に 於 け る 重 要 な 要 素 と し て

、 珈 琲 粉 末 を 蒸 ら す 作 業 に て ポ ッ ト か ら 柔 ら か く 溢 れ 出 す よ う に 極 力 垂 直 に お 湯 を 注 ぐ 。

こ の 状 態 を 簡 易 注 ぎ 口 で 再 現 す る 為 に 、 ノ ズ ル 最 深 部 ４ － １ か ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２

10

20

30

40

50



(6) JP  6518866  B1  2019.5.22

ま で の ノ ズ ル ス ロ ー プ 部 ４ － ２ － １ の 傾 斜 角 度 ４ － ２ － ２ 、 ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点 ４ －

１ － １ か ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２ ま で の 傾 斜 角 度 ４ － ２ － ４ 、 容 器 に 入 っ た お 湯 の 溢 れ

出 始 め る 角 度 ４ － ３ － １ と の 関 連 付 け を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

図 ９ （ ｂ ） の 容 器 内 の お 湯 が 注 ぎ 出 始 め る 時 の 、 ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点 ４ － １ － １ か ら

ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２ に 向 け た 角 度 が 水 平 の 状 態 ４ － ２ － ５ を 基 準 と し た 時 、 容 器 に 入

っ た お 湯 の 溢 れ 出 始 め る 角 度 ４ － ３ － １ を 大 き く 設 定 し 、 さ ら に 、 ノ ズ ル 最 深 部 ４ － １ か

ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２ に 向 け た 傾 斜 ４ － ２ － ３ が 大 き く な る よ う に 設 定 す る 。 以 下 に

不 等 号 で 表 す と 、

ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点 ４ － １ － １ か ら ノ ズ ル 先 端 部 頂 点 ４ － ２ ま で の 傾 斜 角 度 ４ － ２ －

４ ＜ 容 器 に 入 っ た お 湯 の 溢 れ 出 始 め る 角 度 ４ － ３ － １ ＜ ノ ズ ル 最 深 部 ４ － １ か ら 先 端 部 頂

点 ４ － ２ ま で の 角 度 ４ － ２ － ２ と な る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

図 １ ０ は 、 前 記 一 対 の ガ イ ド 間 隔 ２ － ３ を 広 げ て 簡 易 注 ぎ 口 の 注 ぎ 能 力 を 増 加 さ せ る 一 例

で あ る 。 こ の 例 で は 、 表 面 張 力 を 作 用 さ せ る た め の 補 助 的 ガ イ ド の リ ー ド サ ポ ー ト ５ を 設

け た 説 明 図 を 示 す 。 図 １ １ に お い て 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト ５ を 、 お 湯 を 表 面 張 力 で 保 持 で

き る 適 度 な 間 隔 ｌ ａ ～ ｌ ｄ で も っ て 、 （ ｂ ） は 、 １ 枚 、 （ ｃ ） は 、 ２ 枚 、 （ ｄ ） は 、 ３ 枚

と 順 次 増 し た 時 の 断 面 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ で は 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト ５ の 断 面 を 略 三 角 形

で 表 わ し て い る の は 、 底 辺 が あ り 、 且 つ 鋭 利 な 角 を 有 し た 形 状 が 好 ま し い 。 断 面 が 逆 三 角

形 や 樽 型 に 対 し て 、 三 角 形 や 中 央 部 が く び れ た 逆 樽 型 が 水 路 壁 に 対 し て 水 平 な 底 面 ま で の

角 度 が 大 き く な り 、 こ れ に よ り 表 面 張 力 に よ る お 湯 の 保 持 力 を 高 め ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

図 １ ２ に て 、 前 記 一 対 の ガ イ ド 間 ２ － ３ へ 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト ５ を 追 加 し た 時 に 、 容 器 を

傾 け て 簡 易 注 ぎ 口 に お 湯 を 誘 い 込 む 際 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の ガ イ ド 底 面 ２ － ２ －

４ に 対 し リ ー ド サ ポ ー ト 底 面 ５ － ４ を 下 方 に 段 差 ５ － ４ － １ を 設 け る こ と に よ り 、 注 ぎ 始

め の 容 器 内 の お 湯 が 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト 間 に 誘 導 さ れ た 後 、 さ ら に 容 器 を 傾 け る と 一 対 の

ガ イ ド ２ － ２ と リ ー ド サ ポ ー ト ５ と の 間 に お 湯 が 誘 導 さ れ る の で 、 容 器 内 の お 湯 を 水 路 中

央 に 集 め る 作 用 を 増 す 事 が で き る 。 尚 、 容 器 上 端 縁 に 接 触 す る 部 分 と し て 、 （ ａ ） は 一 対

の ガ イ ド 底 面 ２ － ２ － ４ で あ り 、 （ ｂ ） は 、 リ ー ド サ ポ ー ト 底 面 ５ － ４ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

図 １ ３ は 、 上 下 に 離 間 し た 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド ６ を 図 ８ の カ バ ー ３ の 下 に 設 け た も の を

表 し て い る 。 一 対 の ガ イ ド の 間 隔 ２ － ３ に 流 れ る お 湯 の 主 流 を ス ム ー ズ に 下 部 ノ ズ ル 最 深

部 ４ － １ に 導 く 作 用 を す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

図 １ ４ は 、 前 記 リ ー ド ２ に 前 記 カ バ ー ３ を 組 み 合 わ せ た 後 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト ５ を 二 枚

組 み 付 け た 時 の 簡 易 注 ぎ 口 を 、 前 記 カ バ ー ３ 先 端 斜 め 下 側 か ら 前 記 カ バ ー ３ 後 方 を 見 た 説

明 図 を 示 す 。 （ ａ ） は 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト 間 に 上 下 に 離 間 し た 前 記 ア ー チ ガ イ ド ６ を 取

付 け た 状 態 を 示 し て お り 、 こ れ に よ り 中 央 の 水 流 を 前 記 ノ ズ ル 最 深 部 ４ ー １ に 誘 導 す る と

、 両 側 の 水 流 を 中 央 に 呼 び 込 む 事 が 可 能 と な る 。 又 、 （ ｂ ） は 、 前 記 ア ー チ ガ イ ド １ 本 を

リ ー ド サ ポ ー ト 間 に 、 前 記 リ ー ド サ ポ ー ト ５ の 下 部 に そ れ ぞ れ １ 本 の 複 数 部 品 に て 、 上 下

に 離 間 し た 烏 口 状 の ア ー チ ガ イ ド ６ に し て 取 付 け た 状 態 を 示 し て い る が 、 こ れ に よ り 両 側

の 水 流 を よ り 確 実 に 前 記 ノ ズ ル 最 深 部 ４ ー １ へ 誘 導 す る 事 が で き 、 満 水 近 く の 容 器 か ら 注

ぎ 始 め る 際 に 、 よ り 優 し く 注 ぎ 出 す 事 が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 注 ぎ 量 や 用 途 に よ り 、 前

記 ア ー チ ガ イ ド ６ の 配 置 位 置 や 本 数 を 増 加 減 す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

図 １ ５ は 、 前 記 リ ー ド の お 湯 に 浸 る 部 分 ２ ̶ １ へ 、 前 記 容 器 ８ 、 ９ の 内 壁 に 密 着 さ せ る 部

材 を 取 り 付 け る 説 明 図 で あ る 。 （ ａ ） は 、 容 器 ８ が 磁 性 体 の 場 合 に 、 そ の 内 側 に 密 着 さ せ

る 部 材 と し て 磁 石 ７ を 用 い た 例 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 磁 石 ７ は 、 お 湯 に 浸 る 部 分 ２ － １

に 接 着 剤 で 固 定 さ れ て い る 。 （ ｂ ） は 、 容 器 ９ が 非 磁 性 体 で あ る 場 合 に 、 さ ら に 容 器 ９ の

外 側 か ら 磁 石 １ ０ で 容 器 ９ を 挟 み 込 む よ う に 装 着 し た 例 で あ る 。 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態
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を 示 し た が 、 そ の 他 に 、 例 え ば 簡 易 注 ぎ 口 １ を 容 器 に 固 定 す る た め に 、 リ ー ド ２ の お 湯 に

浸 る 部 分 ２ － １ に Ｃ 字 型 の 反 発 リ ン グ 、 ま た は 、 圧 着 棒 な ど を 取 付 け て 、 容 器 の 内 側 で 簡

易 注 ぎ 口 １ を 固 定 す る よ う に し て も 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ 　 　 　 　 　 簡 易 注 ぎ 口 全 体 の 斜 視 図

２ 　 　 　 　 　 リ ー ド

２ － １ 　 　 　 お 湯 に 浸 る 部 分

２ － ２ 　 　 　 一 対 の ガ イ ド

２ － ２ － １ 　 一 対 の ガ イ ド の 水 路 内 下 部 コ ー ナ ー

２ － ２ － ２ 　 一 対 の ガ イ ド の 外 壁 下 部 コ ー ナ ー

２ － ２ － ３ 　 一 対 の ガ イ ド の 水 路 下 部 か ら 外 側 に 向 け た 傾 斜

２ － ２ － ４ 　 一 対 の ガ イ ド の 底 面 レ ベ ル

２ － ３ 　 　 　 一 対 の ガ イ ド の 間 隔 （ お 湯 が 保 持 さ れ る 隙 間 ）

２ － ３ － １ 　 細 い 水 流 と し た 時 の 一 対 の ガ イ ド の 隙 間 　

２ － ３ － ２ 　 太 い 水 流 と し た 時 の 一 対 の ガ イ ド の 隙 間

２ － ３ － ３ 　 ド リ ッ プ に 好 ま し い 隙 間

２ － ４ 　 　 　 一 対 の ガ イ ド 両 側 部 （ ノ ズ ル 設 置 部 ）

３ 　 　 　 　 　 カ バ ー 　 　 　 　

４ 　 　 　 　 　 ノ ズ ル

４ － １ 　 　 　 ノ ズ ル 最 深 部

４ － １ － １ 　 ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点

４ － ２ 　 　 　 ノ ズ ル 先 端 部 頂 点

４ － ２ － １ 　 ノ ズ ル ス ロ ー プ 部

４ － ２ － ２ 　 ノ ズ ル ス ロ ー プ 部 角 度

４ － ２ － ３ 　 ノ ズ ル ス ロ ー プ 部 傾 斜

４ － ２ － ４ 　 ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点 か ら 先 端 部 頂 点 に 向 け た 角 度

４ － ２ － ５ 　 ノ ズ ル 最 深 部 溝 側 壁 頂 点 か ら 先 端 部 頂 点 に 向 け た 角 度 が 水 平 の 状 態

４ － ３ 　 　 　 容 器 上 端 か ら 水 面 ま で の 高 さ

４ － ３ － １ 　 容 器 に 入 っ た お 湯 の 溢 れ 出 始 め る 角 度

５ 　 　 　 　 　 リ ー ド サ ポ ー ト

５ － １ 　 　 　 リ ー ド サ ポ ー ト １ 枚 追 加 し た 時 の 増 加 し た 水 路

５ － ２ 　 　 　 リ ー ド サ ポ ー ト ２ 枚 追 加 し た 時 の 増 加 し た 水 路

５ － ３ 　 　 　 リ ー ド サ ポ ー ト ３ 枚 追 加 し た 時 の 増 加 し た 水 路

５ － ４ 　 　 　 リ ー ド サ ポ ー ト の 底 面 レ ベ ル

５ － ４ － １ 　 リ ー ド サ ポ ー ト と 一 対 の ガ イ ド の 底 面 レ ベ ル 差

６ 　 　 　 　 　 ア ー チ ガ イ ド

７ 　 　 　 　 　 磁 石 １

８ 　 　 　 　 　 磁 性 体 容 器

９ 　 　 　 　 　 非 磁 性 体 容 器

１ ０ 　 　 　 　 磁 石 ２

【 要 約 】

【 課 題 】 屋 外 活 動 で 専 用 の ド リ ッ プ ポ ッ ト を 持 ち 出 さ ず に 、 ク ッ カ ー や カ ッ プ な ど の 可 搬

性 容 器 を 使 い ド リ ッ パ ー 中 心 部 へ 、 お 湯 を 置 く よ う に 優 し く 注 ぎ 入 れ る こ と で 美 味 し い コ

ー ヒ ー を 容 易 に 淹 れ る こ と が で き る ド リ ッ プ コ ー ヒ ー 用 簡 易 注 ぎ 口 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 注 ぎ 口 を 有 し な い 容 器 か ら 傾 け な が ら ド リ ッ パ ー 中 心 部 に お 湯 を 置 く よ う に

注 ぎ 入 れ よ う と す る と 、 容 器 の 縁 か ら 容 器 外 へ 伝 い 漏 れ が 起 こ り 、 伝 い 漏 れ し な い よ う に

注 ご う と す れ ば 一 気 に 傾 け れ ば 良 い が 、 注 が れ る お 湯 の 衝 撃 で 珈 琲 粉 が 飛 び 散 っ た り 、 ド

リ ッ パ ー か ら お 湯 が 溢 れ 出 た り し て 美 味 し い 珈 琲 が 抽 出 で き な い 。 ま た 容 器 縁 に 装 着 し て

ド リ ッ プ ポ ッ ト の よ う に 注 ぎ 入 れ ら れ る 着 脱 可 能 な 注 ぎ 口 が こ れ ま で に 無 か っ た 。 そ こ で
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、 一 般 的 な 容 器 で あ れ ば 簡 単 に 装 着 で き 、 小 さ く 可 搬 性 容 器 に 収 納 し て 持 ち 出 せ ば 屋 外 活

動 で も 美 味 し い 珈 琲 が 抽 出 で き る 着 脱 可 能 を 特 徴 と す る 簡 易 注 ぎ 口 を 提 供 す る 。

【 選 択 図 】 図 ３

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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